
昭
和
蕊
申
四
年
七
月
［
臼
運
翰
省
特
別
扱
承
認
雑
誌
第
四
五
三
號

囎
秘
覧
十
四
離
∴
八
月
三
十
B
燃
襲
行

第四十六巻　　第七珊

　　　第五百三十七號

　昭和五十四年八月三十臼嚢行

支
配
変
動
論
…
…
…
…
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…
：
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池
　
囲
　
義
　
祐

ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
と
西
田
哲
学
…
…
…
…
山

　
　
神
と
世
界
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
一

認
識
と
超
越
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
杉

　
ー
カ
ン
ト
哲
学
の
場
合
一

本
　
誠
　
作

山
聖
　
一
　
郎

薯
術
の
過
去
性
を
め
ぐ
る
一
考
察
…
…
…
米
　
　
沢
　
　
有
　
　
慎

　
ー
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
哲
学
を
中
心
に
し
て
一

　
　
彙
報

京都大學文學部内

京都哲學會



京
都
哲
二
二
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圏
る

こ
と
を
霞
的
と
す
る

一
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
禽
誌
「
哲
學
研
究
」
を
襲
行
ず
る

◎
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

鱒
　
適
時
研
究
會
を
開
く

一
、
本
門
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
愈
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
評
す
る

一
、
本
訴
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
愈
員
の
中
か

ら
委
員
愈
が
推
薦
す
る

｝
、
本
會
は
愈
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
翻
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
圖
書
館
・
其
他
の
團
髄
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

附
す
る
こ
と
が
で
き
る

｝
、
會
員
は
魯
費
と
し
て
年
二
、
○
○
○
圓
（
禽
誌
三
紐
分
を

含
む
）
を
前
納
す
る

一
、
逢
引
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
愈
は
事
務
駈
を
京
都
大
學
交
學
部
内
に
お
く

一
、
規
紡
の
改
正
は
委
員
奮
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
理
會
役
員

委
　
一
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研
究
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五
百
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十
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…
…
森
蒲
美
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男

マ
ッ
ク
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・
ヴ
ェ
…
バ
ー
に
海
け
る
…
…
…
西
　
谷
　
敬

　
　
　
　
　
　
理
解
の
方
法
（
承
前
）

ヒ
ュ
ー
ム
に
於
け
る
「
外
界
」
と
…
…
…
…
田
　
中
　
進

　
　
　
　
　
　
「
露
我
」
の
問
題
（
完
）

カ
ン
ト
の
義
務
論
…
…
…
…
：
…
：
・
…
…
・
…
長
岡
成
夫

次痛号次

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
お
け
る

《
o
器
ω
m
冨
歪
ヨ
》
に
つ
い
て
（
承
前
）
…
…
…
山
田
晶

…
。
。
信
ヨ
．
昏
8
r
H
o
．
目
倉
。
。
．
c
。
●
ー

デ
カ
ル
ト
の
合
理
主
義
に
つ
い
て
（
完
）
…
…
山
田
弘
明

－
理
性
の
意
義
と
役
割
一

G
・
W
・
F
・
ヘ
ー
ゲ
ル
体
系
以
前
期
に
お
け
る

思
想
形
成
の
内
面
的
展
開
（
完
）
…
…
…
…
安
彦
二
恵



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
i

井
　
薦
　
信
　
行
　
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ィ
ー
ド
ラ
；
　
芸
術
論
の
生
成
と

　
　
　
　
　
　
　
　
構
造

梅
原
賢
一
郎
メ
ル
ロ
藷
ポ
ソ
テ
ィ
と
芸
術

　
（
附
記
：
昭
旧
和
囮
一
十
六
年
度
旧
以
隆
　
五
∴
1
…
二
年
ま
で
の
修
十
慾
燗
文
題
臼
H
お

よ
び
卒
業
論
文
昌
昌
に
つ
い
て
は
、
順
次
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
）

四
偶
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。
）

昭
和
五
十
閥
年
五
月

京
都
哲
学
会

会
　
三

会
　
告

　
京
都
醤
学
会
は
去
る
一
月
二
十
五
日
（
木
）
委
員
会
を
開
ぎ
、
次
の
通

り
新
し
い
編
集
方
針
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
外
国
人
学
春
の
論
文
の
翻
訳
は
、
惑
分
の
間
、
原
則
と
し
て
掲
載
し

　
　
な
い
。

二
、
掲
載
論
文
は
、
原
則
と
し
て
、
四
菖
宇
づ
め
原
稿
用
紙
六
十
枚
ま
で

　
　
と
す
る
。

三
、
掲
載
論
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
二
名
以
上
の
委
員
が
閲
読
、

　
　
承
認
し
た
も
の
に
限
る
。

四
、
彙
報
を
復
活
す
る
。

五
、
適
当
な
書
評
欄
を
復
活
す
る
。

六
、
上
記
の
編
輯
方
針
は
刊
行
が
順
調
に
行
わ
れ
る
ま
で
継
続
す
る
。

　
右
は
「
哲
学
研
究
」
の
刊
行
の
現
状
お
よ
び
従
来
の
歴
史
に
鑑
み
、
将

来
の
再
興
を
企
図
し
て
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
会
員
各
位
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
な
お
、
今
後
は
少
く
と
も
年
間

　
こ
の
た
び
、
阪
本
財
団
か
ら
、
京
都
暫
学
会
へ
、
昭
和
五
十
晒
年
度
の

「
哲
学
研
究
」
閥
行
の
た
め
に
、
多
額
の
補
助
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
あ
は
せ
て
、
会
員
各
位
に

御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
暫
学
会

昭
和
五
十
四
年
五
月
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會

告

　
、
本
魯
は
倉
員
組
織
と
し
曾
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
巖
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
簗
禽
（
振
替
日
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
禽
）
宛
に
規
定
の
愈
費
（
年
二
、
○
○
○
圓
）
を
お
沸

込
下
さ
い

又
倉
員
へ
の
倉
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
嚢
蟹

に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
細
薩
一
番
晦
一
七
番
地
創
文

物
（
振
替
一
座
東
京
二
一
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
員
の
静
居
・
入
退
禽
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
思
量
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
署
す
る
通
船
。
薪
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
臨
吉
田

恵
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
五
十
四
年
八
月
二
十
五
臼
印
制

昭
和
五
十
四
年
八
月
三
十
日
議
行

編
輯
兼

襲
行
人

編
輯
代
表

京
都
大
學
文
學
部
内

京
　
都
　
野

饗
　
山
　
聖

一學

郎曾

費
捌
所

望
　
剰
　
．
斯

1簿羅久麟
1謙遜創
　　　　　　

難論理文
垂下磁疑団
織華鑑男肚

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
贋
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
玉
文
遷
し
へ
御
繭
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
償
七

〇
〇
圓
、
送
料
・
四
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い



昭
粕
五
十
四
年
八
月
二
十
五
日
印
刷

昭
和
五
十
娚
年
八
月
三
十
日
資
行
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